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このリーフレットは小・中学校において「生きること」をテーマに命の学習をすすめ
ていく際の指導資料です。それぞれの地域・学校の事情に合わせてご活用ください。

長野県北部地震から長野県北部地震から
「生きること」を考えるを考える
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　21名の新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。みなさんが入学する平
成23年は、栄村にとって、日本にとって、特別なものとなりました。学校に来て友
だちに会える、帰る家がある、今こうして生きているという当たり前だと思っていた
ことが、当たり前ではなかったということを、私たちは改めて学ぶこととなりました。

　『カシコギ』という小説に次のような一節があります。
　「あなたが空しく生きた今日は、昨日死んでいった者が、　あれほど生きたい
と願った明日」

　こうして生きていることさえ、当たり前ではないのだということを考えても、今
日、入学式を迎えることができ、多くの人とその喜びを分かち合えることは、本当
にありがたいことです。だからこそ、命ある私たちは、自分の命を精一杯輝かせる
という使命があるのだと私は思っています。

栄中学校入学式 ～校長先生のお話～

「自分の命を精一杯
輝かせる」とはどう
いうことだろう？

「空しく生きた今日」
とはどんな一日の
ことだろう？

　地震はあったが自分に変化はないと思う。
　「栄村」はめちゃくちゃになったが人の気
持ちは変わってないと思う。　　　  ( Ａ男 )

　地震のことが頭から離れない。よく眠れない。集中で
きない。怒りっぽくなっている。自分を責めてしまう。
身体がだるい。こんな体調の毎日です。ときどき「生き
てる？」と思うことがある。
　最初は家がひっちゃかめっちゃかで現実逃避していた
けど、今はすべて受けとめています。　　　　　(Ｂ子 )

B子さんが「すべて受け止めている」と言う
までにはどんな心の変化があったのだろう？

写真提供：旧栄村立東部小学校

日常の崩壊日常の崩壊
地震直後の旧栄村立東部小学校体育館内の様子です。
天井板やガラスが落下して割れています。平成23年3月12日未明　地震発生

４月に行った教育相談アンケートに書かれた、栄中学校の生徒２名の言葉です。混乱・動揺

混乱が続く中、栄中学校では４月１２日に入学式を迎えました。１年間のスタートに際して、
校長先生はどんな思いでお話されたのでしょうか。再出発への願い



栄小学校には、さいたま市の阪本小・常盤
小の友だちから絵手紙が届きました。（５月）

県外の小中学校からも支援のお便りがたくさん届いています。

「かみの老人」から手紙をもらった
志歩さんはどう感じたでしょう？

　この度、栄中学校ボランティア委員会

では、大きな地震があった栄村の地域の

方に元気になっていただきたいという理

由から手紙を書いて交流したいと思い、

手紙を書かせていただいています。

　あの震災から４ヶ月。皆様のお家はど

うでしょうか。

「いつもいっしょ」とは、
どんな意味だろう？

どんな気持ちから
ボランティアをしようと
考えたのだろう？

ボランティア委員会から地域のみなさんへの手紙 ボランティア委員２年の志歩さんに返事が届きました。

写真提供：栄小学校

命のつながり命のつながり
7月、栄中学校ボランティア委員会では、地域のお年寄りのみなさんに手紙を書きました。２年生の委員
とお年寄りのやりとりを紹介します。地域の中で

離れていても

栄村復興支援機構「結い」は震災からの立ち直り支援を目的に活動をしています。その中で多くの学生ボラ
ンティアが支援活動に参加しました。復興支援
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４月、栄中学校生徒会では、何度も話し合いを重ね、人と人とのつながりや感謝の気持ちを大切
にして、生徒会スローガンを決めました。自分たちも

被災した栄中のみなさんを励まそうと、多くの中学校から交流の申し込みがありました。そ
して７月３０日、「絆音楽祭」が開催されました。仲間とともに

日々の笑顔とともに 多くの困難に直面しながらも、栄村の子どもたちは、日々の生活を明るく前
向きに過ごしています。

　この一字には、今回の震災や日々の生活でお世話になってい
る皆さんへの感謝や、より一層つながりを大切にしていきたい
という思いが込められています。
　３月１２日の震度６強の地震で、中学校も一時休校となり避
難生活が続きました。その中で改めて感じたことは、僕たちは
多くの方々の様々な支えによって今まで生活してこられたのだ
ということでした。今年度の生徒会は、人と人とのつながりや
感謝を大切にして活動していきたいと考え、スローガンを決め
ていきました。

◆栄中学校 生徒会長の感想から
　「みんなが応援してくれていることがわかりうれし
かった。同じ世代のつながりを大切にしていきたい。」

あなたは
｢命の喜び｣を
どんなときに
感じますか？

｢こちらの方
が元気づけ
られた｣のは
なぜだろう？

友だちと
いっしょ
うれしいな

みんなと食べる
給食はおいしいな

◆栄中学校 校長先生のお話から
　「各中学校のみなさん、心のこもった発表をありがとうございました。人間
には、他人の痛みを自分の痛みのように感じる心、さらに他人のために行動に
移すという温かい心があります。今日の音楽祭を通して、そうした心に触れ合
える命の喜びを改めて感じました。」

◆松本市立開成中学校生徒の感想から
　「栄中は少人数なのに元気がよかった。こちら
の方が元気づけられた気がする。」

生徒会スローガン『絆』

「絆音楽祭」開催！相森中　開成中　墨坂中　附属松本中　柳町中の仲間とともに
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